
“おけいこごと〝の実態について（第1報）

ピアノ・レッスソ生を対象に行ったアソケ一十調査の報告

小木曽　敏　子

はじめに

今日の音楽教育の分野は，学校教育としての音楽教育

と学校以外の場での音楽教育（音楽活動）と大きく2つ

の分野に分けて考えることができる。前者には学校にお

ける音楽の授業やそれに閑適した諸行事など，そして課

外の部活動や各檻コソクールを含めての諸行事などがあ

る。そして，後者檻は趣味としての音楽活動，地域サー

クル活動，公民館活動または最近クローズアップされて

きた生涯教育としての音楽活要臥　そしていわゆる“おけ

いこごと〝と呼ばれる音楽教育の場などがある。学校教

育としての音楽教育に関する研究は，多岐にわたっ．てそ

の数も膨大なものであり，歴史もあるが，学校外での青

菜教育のうち特に≠おけいこごと〝についての資料は稀

である。ハウ・ツー物の出版物は多いが，音楽教室はや

りの今日でも，その実態は憶測の域を出ない。

本文では≠おけいこごと〝の実態のうち，ピアノを習

っている子どもの実態をアソケート調査をもとにしてそ

の一端をみようとするものである。

調査方法

1　7ソケート調査方法で行う。

2　設問は38項目である。このうち選択肢から選択し

て答えるもの20項臥　文章を記述して答えるもの18項目

である。

その内容は大別すると次の4部煩になる。（Ⅰ）本人

の音楽についての考え方や関わりあい方について8項目

（内選択肢によるもの2項目）（Ⅱ）ピアノのレッスソ

に関することについて18項目（内選択肢によるものエ1項

目）（Ⅲ）家庭環境（音楽面）について10項目（内選択

肢によるもの5項目）（Ⅳ）音楽以外の生活について4

項目（内選択肢によるもの2項目）である。

3　対象は長野市内とその周辺，須坂市内と上田市内

のピアノの個人レッスソ方式の16教室に通うこどものう

ち，設問内容および方法の理解度を考慮して10才以上の

ものを対象とした。

4　実施方法・ピアノの個人レッスソ生を持つピアノ

教師16名に依験した。レッスソに来た時に，10才以上の

こどもにその場でアソケート用紙に記入させることを原

則とした。

5　実施時期1982年5月から7月までの間に，1人

1回行った。

6　回収数は154名であったが，今回はこのうち高校

生までの146名でまとめることにした。回収率は87．2％

である。この解答者の内訳については（表1）のようで

ある。

表17ソケート調査対象者

アンケート集計

項目毎に集計したが，紙面の制約上男女別の報告は省

略した。またアソケートの設問順は誘導解答を避けるた

めにこの集計の順序とは異なっている。また今回のアソ

ケート結果に大村典子氏のアソケート調査と項目が合致

するものについては大村データとして併記した。（詐し

くは本稿最後尾に記載）

Ⅰ本人の音楽についての考え方や関わりあいかたに

ついて。

1「あなたは音楽が好きですか」（選択肢－3）

好き131名89．6％，きらい0名，どちらでもないエ2名

8．2％，無記入3名え0％である。

2「あなたはどんな音楽が好きですか」（選択肢－37）

選択肢にはクラシック系8種，ポピュラー系7檻，邦

楽系15凰教科脊・子どもの歌・わらべうた系4隠　歌

謡曲系3哩の計37項目である。その中から好きなジャソ

ルユ位から3位までを選んで順位で答える。（表2）は
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蓑2－1好きな音楽のジャソル別1位　年令別　（％）

年令 ジャソル �����Fﾆﾂ���"�13114 ��S��fﾃ�r�����19 （無効） 

ピ　　　　ア　　　　ノ �(��3��Sb��3X�CR�11・1】41・2 �#(�C"�；28・6r　50・0 �38�C2�

歌謡曲（演歌） ����S�ﾃ���SB���(�C��33・315・9 ����H�S6ﾆ����� 

オ　ー　ケ　ス　ト　ラ ����S�ﾃ���SB���(�C��11・1111・8 ����S�ﾃ�H�S6ﾆ����� 

ク　ラ　シ　ッ　ク ����8�S��塗�CR�可17・6 �#(�S#��(�����38�C2� 

管　　　　　　　楽 店�Cb�2．8 ��(�C��5・61　0 ����S���ot　o �38�C2� 

表2－2　同上　　2位　年令別　（％）

年令 ジャソル �������12 �8c8��?｣B�15‾‾ト6　日7118 

ピ　　　　ア　　　　ノ 店�Sc�#(�S&ﾃ�h�X8b��#x�S���x�Si?｣��S��｣#��Sb���｣34｣3���

合　　　　　　　唱 ��h譏����S3�#(�Sb��(���ﾆﾈ�Vﾆﾆ����

歌謡曲（演歌） �8c��S��｣(�S���(�S���#x�S�#8�SVﾆ���38�S2�

オ　ー　ケ　ス　ト　ラ �.��Sfﾈ�S���SC�8�S"�����S�ﾈ���x�Sc�38�S6ﾃ�H�S3�38�S6ﾆ��

ク　ラ　シ　ッ　ク 店譏���h�SR�����X8h�ｳ�x�Sc���｣�ﾆ���

その結果を年令別に示したものである。

好きな順位1位のうちクラシック系98名67．1％，ポピ

ュラー系15名10．3玖　歌謡曲系14．3％である。順位2位

ではクラシック系94名64．4％、ポピュラー系16名11．0％，

歌謡曲系16名11．0％である。順位3位のうちクラシック

系71名48．6％，ポピュラー系29名19．9％，歌謡曲系11名

7．5％である。

このうちピアノ音楽が好きだと答えたものは，1位で

31．5％，2位で16．4％，3位で17．8％である。

また選択肢毎にみると好きな順はそれぞれ次の通りで

ある。1位ではピアノが一番多く，ついで歌謡曲，オー

ケストラ，クラシック，管楽器の順である。2位では，

ピアノ，合唱，歌謡曲，オーケストラ，クラシックの順

になる。3位ではピアノ，オーケストラ，歌謡曲，フォ

ーク，学校唱歌，ポップスの順である。
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好きな音楽の1位から3位までの中に，クラシック系が

入っていないものは13％（女のみ），クラシック系が1／3

入っているものは2．7％（女のみ）がみられた。

3「あなたの好きな作曲家または音楽家（ミュージシ

ャソ）は誰ですか。何人でも書いてください」（記述式）

名前のあがった63名札クラシック畑が44名69．8％，ポ

ピュラー畑19名30．2％である。また63名車，作曲家は33

名52．4％，演奏家が11名17．5％，自作自演するタイプが

19名30．2％である。そして，日本人は21名33．3％（内ポ

ピュラー畑は14名22．2％），外国人は42名66．6％（内ク

ラシック畑が37％58．7％）である。また63名中現在活躍

中の音楽家はクラシック畑で14名，ポピュラー畑は19名

（全員）である。

好きな音楽家を大村データと比較してみる。

（　）　内は大村による
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表3　好きな音楽家（上位7名）　年令別　（％）

「＼＼」竺＼ ����11 �8c(�｣�8��*#Fﾃ�R���b�17 ����19 

ベ　ー　ト　ー　ペ　ソ 田��C��58．3 鼎X�S&ﾃ#x�S��#��SB�i33・3 �#��Cb�25．0 �� 

モ　ー　ツ　ア　ル　ト �#x�C��38．9 �#(�Sc�#(�S#��"��� 田h�Cr� 

シ　　　ョ　　　パ　　　ソ ��h�Cr�11．1 祷�Ss��(��3X�S86sCH�SB��#��Cb�83．3 �38�C2� 

ノ、　　　　　ッ　　　　　ハ �#(�C"�11．1 塗謫�h�Svﾃ�x�SgH��CH�SB��� �� 

シ　ュ　ー　ベ　ル　ト ��h�Cr� �3(�S3����S�C�8�S3���� �38�C2� 

チャイ　コフスキー 店�Cb�2．8 祷�Ss��{ﾂ��#��Cb�16．7 �� 

リチャード・クレイダ ー・マソ ��8．3 �8�S#�X�Sfﾃ�x謫���S����16．7 �� 

なし・わからない ��5．6 祷�Ss��h�Ss��"��� �� 

無　　　記　　　入 ��h�Cr�8．3 祷�Ss����S��� �� ��1名 100 

表4　好きな曲　　上位　年令別

曲　名　　年　令 ���ﾆﾆﾂ�12 ��9?｣C��R���b�17 ����19匝（名） 

乙　　女　　の　　祈　　　り ��?｢�1 �9?ｦﾆ�����0 ���0日1 

ビ　バ　ル　デ　ィ　・　四　季 尾ﾆﾂ�5 ����?｢����1 ���ﾂ�Ot　9 

エ　リ　ー　ゼ　の　た　め　に 的?｢�0 �)?ｦﾆ�����0 ���018 

白　　　鳥　　　の　　　湖 ��ﾃB�1 ��ｹ��������0 ���017 

ト　　ル　　コ　　マL　　－　　チ ��ﾆﾂ�1r �)?ｨ�｣�����0 ���Ol6 

ク　ツ　コ　ス　・　ポ　ス　ト 柳ﾃ"�1 ���#������0 ���015 

革　　　　　　　　　　　命 ��Fﾂ�1 ��?ｦﾆ�����0 ���Ot　5 

ハソ　ガリ　ア　舞　曲　第　5　番 ��?｢�1 柳ﾆ������0 ���ol5 

小　　犬　　の　　ワ　　ル　　ツ �&ﾆﾂ�1 ���｣�?｢����0 ���Ol4 

剣　　　　　　の　　　　　　舞 柳ﾃ2�1 ���010 ���0 ���014 

表5　－度弾いてみたい曲　　年令別
、、‾首一名　　　年　令いolllt12 ��3��H*#R�16l17 �������ﾇh�冖ﾈ�｢�

；ェリ　ーゼ　の　ため　にl6l6l2 �(�9mｨ����0】0 柳ﾆ��16 

月　　光　　の　　曲lo �)?ｦﾆﾇFﾈ*&ﾆﾂ�0 尾ﾆ�r�

運　　　　　　　命12 ��ﾃ&ﾆ�&ﾆ��������017 

幻　　想　　即　　興　　　曲 柳ﾃ"�0 ��?｢�lll �110 �0 

英　雄　ポ　ロ　ネ　ー　ズ ��?｢�Otlll �0 ��?｢��#���
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1位　べ－トーペソ　　　　　　　（ショパソ）

2位　モーツアルト　　　　　（べ－トーペソ）

3匝　ショパソ　　　　　　（モーツアルり

4位　バッハ　　　　　　　　　　　（バッハ）

5位シューベルト　　　　　　（シューベルト）

6位（詣‡三言詫言よ聖‡空相デ‾タなし）

以下リスト　フォスターと続く。

これを年令別にみたものが（蓑3）である。

4「あなたの好きな曲は何ですか。曲名を審いてくだ

さい」（記述式）（表4）参照

計101曲のうちピアノ曲は37曲36．6％，その他の器楽

曲は27曲26．7％，声楽曲は3曲3．0％，ポピュラー器楽

曲12曲11．9％，同歌の曲22曲21．8％である。

好きな曲を大村調査と比較してみる。

（　）内は大村による

ユ位　乙女の祈り　　　（ェリーゼのために）

2位　ビ／くルディ：四季　　　　　　（月光）

3位　エリーゼのために　　　　　　（運命）

4位　白鳥の湖　　　　　　（小犬のワルツ）

5位　モーツアルトトルコマーチ（別れの曲）

6位
クシコス・ポスト（以下大村データになし）
運　　　命
ハソガリア舞曲第5番

7位（豪蒜犬芸ワ蒜ツ

5「一度でいいから弾いてみたいと思う曲があります

か。曲名（）」（記述式）

（蓑5）参照。計54曲のうちピアノ曲は39曲72，2％，

その他の器楽曲は9曲16．7％，声楽曲1曲，ポピュラー

曲3曲5．6％，同歌の曲4曲7．4％である。

弾いてみたい曲を大村調査と比較してみる。

（　）内は大村による

ユ位　エリーゼのために　（ェリーゼのために）

2位　乙女の祈り　　　　　　（乙女の祈り）

3位（誓
のワルツ　　　　　　（即興幻想曲）
ツアルト：トルコマーチ

（4位トルコマーチ）

5位（是苦の曲　　（英豪雪警告讐三

7位　幻想即興曲　　　（以下大村データなし）

8位　英雄ポロネーズ

好きな曲なしと答えたものは4．1％，わからないが3．4

％，無記入がユ1．6％あった。　、・

6「あなたは自分の子どもにもピアノを習わせたいと

思いますか」（選択肢－3）

習わせたいと思う　77名52．7％，習わせたいとは患わな

い6名4．1宛，まっからない　61名41．8％であった。
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7「その理由（わけ）は何ですか」（記述式）

a．習わせたいと思うもの77名のうち，音楽の楽しぎ

を知ってほしい16名20．8％，啓発を好きになってほしい・

8名工0．4％，自分がやっている（いいと思う）から8名

10．4％，大人になってから役立つから7名9．1％，子ど

もと一緒にひきたい6冬7・8％以下勉強になる，授業に

役立つ，自分より上手にしてききたい，自分が教えてや1

れるが各5名6．5％など総計33項目がその理由として記

述された。

b．習わせたいとは思わないもの6名の理由は，子ど

もの気拝をわかってやりたい，無理にさせるのはかわい

そうだ，他にやりたいものがあるかもしれない，他の楽

器をやらせたい，私が教えてやる，塾には行かせたくな

い，お金がかかるである。

C．わからないと答えた61名のうち，やりたければや

らせる・子どもに考えさせるなどが15名24．6％，まだ先

のことだし子どもがいないので考えたことがないなどが

11名18．0％，やりたくないかもしれない・無理にやらせ

るのはかわいそうだ・上達しない，子どもの性格による

など8名13．1％，ピアノがあるか（買えるか）わからな

い・子どものやりたいものをやらせたい，男ならやらせ－

ないが女ならやらせるなど他11項臥　総計17項目の理由

が記述された。また，理由なし，わからない，無記入の・

ものは13．0％である。

8「あなたにとって音楽って何ですか」（記述式）

数多くの語が記述されたが，それを大きくまとめてみ－

ると，楽しいもの亜名22．5％，心の安らぎ37名20．9％，

生活に不可欠なもの28名15．8％などとなる。その記述さ

れた語の中で多いものは，楽しいもの17．1％，心に安ら・

ぎを与えるもの10．3％，人を楽しくさせるもの6．8％，

趣味5．5％，ストレスや悩みの解消4．8％以下面白いもの・

（いろいろ表現できる・心をこめることができる・人と

合わせることができる），友嵐身近なもの，自分をわか

ってくれる分身，生きるのに不可欠，生活の一部，心を

豊かにしてくれる，勉強，大切なもの，心の栄養剤，活

力源，生きがい，索暗しいものなど以下19項目総計57項

目が記述された。その他わからない10．3％，無記入12．3・

％であった云

Ⅱ．ピアノのレッスソに関することについて

9「何才から習い始めましたか」（記入式）

a．開始年令は（表6）のようであるが，多いものか

ら6才39名29．5％，5才31名23．5％，4才21名15．9％の

順である。そのほかに一度やめて再度習っているものが

3．4％（5名）ある。

大村データと比較してみると次のようである○

（　）内は大村による



≠おけいこごと〝の実態についてて二月

蓑6　ピアノを習い始めた年令　年令別

表7　ピアノを習い始めた動機　　年令別　　男／女

10111112113114115116】17118

．1∴－　j自分でやりたいと思ったから ��驅｢�ン包レ云／／ 劍���シ弓7レ弓l21 �91 

親にやりなさいといわれたから ����シ弓／弓【／ 剩��B�／弓】l／弓l ��17 

友だもがやっ　ていたか　ら ����x�������x98ｷﾆ�����8ﾈｷﾂ�／1】／1 ��13 

兄や姉がやっ　ていたか　ら ����／Jン二レ弓 劍���／l／／11 ��19 

先生にすすめられたか　ら ����／レ弓 凵^ ����／・11／l ��1 

な　　　ん　　　と な　く／／／／－／弓／弓】／l／

な　い　う　ち　に1ン／レ／／l／l／l／l／弓t

わ　　　か　　　ら　　　な い／／l／l／】／l／l／

3才～6才　　　　（大村調査では2才～6才）　　　の他が37．7％である。

男　　62．5％　　（74％）　　　　　　　　　　　10「ピアノを習い始めた動機は何ですか」（選択肢一

女　7ユ．5％　　（70％）　　　　　　　　　　7）

7才〝11才　男18．8％　（21％）　　　　　　　　　　　（表7）のようになるが，複数回答をしたものがあ

女　22．395　（28％）　　　　　　　　　　る。これを男女別に大村データと比較してみる。

11才以上　男　　0名　（5％）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（）内は大村データ

女　0．8％　（2％）　　　　　　　　　　・自分でやりたいと思ったから9ユ名62．396

b．経験年数は6年目が31名21．2％，8年目が21名　　　　　　　男　37．5％　　（18％）

ユ4．4％，7年昌が20名13．7％，5年日が19名13．0％，そ　　　　　　女　65．4％　（26％）
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表8　最初に教わった人　年令別

ピアノ　の先生 ��S�#2�22 �8c&ﾃ�"�天ﾃH�｣X�｣6ﾆﾂ��102 

父　　　　　　親 棉H��B���1 ���1 ��b�3 

表9　何人の先生に習ったか　　年令別

・親にすすめられたから17名11．6％

男　31．5％　（46％）

女　9．2％　（35％）

・兄姉・友達がやっていたから　32名　21．9％

男18．8％　（15％）

女　22．3％　（15％）

・知らないうちに（大村調査にはない）

男12．595　　女　5．4％　である。

11「最初に誰から教わりましたか」（選択肢－6）

最初の先生は（蓑8）となった。複数回答したものが

ある。

ピアノの先生102名69．9玖　オルガソ教室で22名15．1

％，母親12名8．2％，父親4名2．796（女のみ），兄姉4名

2．7％（女のみ），その他（幼稚園・学校の先生，友人）

5名3．4％である。

12「何人の先生に習いましたか」（選択肢－5）

大村データと比較してみる。

（　）内は大村データ

・1人　　47名　　32．2％

男　37．5％　（45％）

女ノ31．5％　（239の
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・2人　　45名　　30．8％

男　37．5％　（39％）

女　30．0％　（27％）

・3人以上51名　　34．9％

男18．8％　（28％）

女　36．9％　（48％）

現在の先生が8人目というものが1人ある。これを年・

令別にみたのが（表9）である。

13「練習時間はどのくらいですか」（選択肢－6）

（表10）の通りである。しかしながら，日数で練習時間

を調査した大村データと比較するために，当方のデータ

も日数別に分けてみたものが次のようである。

（）内は大村ド一夕
・毎日練習する　男　56．3％　（34％）

女　66．9％　（30％）

・過に2・3日する

男　6．3％　（22％）

女　7．7％　（31％）

・週に4・5日する（小木曽は3日一5日）

男・31．3％　（22％）

女．23．8％・（25％）



“おけいこごと〝の実態について（1）

（表10）練習時間について　　年令別

11112 �13 ��C��R���i?｣r��������Ym8謦�

1014・ �1 �2�1 ��1 ��ﾂ�26 

12 ��FﾃR�湯�3 ���Y?｢�棉H��S��

1 ���ll �2 �&ﾂ�薄ﾃr�

1 �� ��lll 剴��｣�ﾃB�

4 釘� ��鳴�凵zlll 

12 途�7 釘�21111 劔36 

11 � 免ﾆﾂ�剴��

l �1 �� �����ﾃ"�

（表11）ピアノを習っている理由
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表12　ピアノをやめたいと患ったことがあるか　年令別

・殆どしない（小木曽に項目なし）

男－（1名）

女－（4％）

14「どうしてピアノを習っているのですか。目的は何

ですか」（選択肢－18）

（表11）にある通りである。。複数回答している。

ピアノや音楽が好きだから107名3ユ．3％，学校の授業に

役立つから41名ユ2．0％，音楽の才能をのはすため40名

11．7％，目標にしている曲が弾けるようになりたいから

37名10．9％，将来の自分の生活に役立つから35名10．3％

が多いものである。

15「ピアノのレッスソを途中でやめたいと患ったこと

がありますか」（選択肢一4）

（蓑12）のようになるが，大村データと比べると次の

ようになる。（　）内は大村データ

・レッスソをやめたいと思うことがある，またはあった

とする薯は

男　62．5％　（73％）

女　74．6％　（75％）

・やめたいと思ったことはないと答えたものは

男　37．5％　（27％）

女　25．4％　（25％）

である。

16「やめたいと思った理由（わけ）は何ですか」（選択

肢－6）（表13）であるが，複数回答したものがいる。

ピアノレッスソに関係した事項がその理由とするもの

が99名67．8％，学校に関係した事項が理由だとしたもの

は47％　32．2％，無記入が38名26．0％である。

大村調査で行ったレッスソをやめた人250名のアソケ

ートでは前者が男59％女52％，後者が男36％女45％とな

っている。

ユ7「それでもやめないで続けていてどうですか」（選

択肢－2）

大村データと比餃してみると，（）内大村データ

・続けていてよかった117名　80．1％

84

男　62．5％　（77％）

女　82．3％　（84％）

・別によかったとは思わない11名　7．5％

男12．5％　（5％）

女　6．9％　（2％）

・わからない（小木曽にこの項目なし）

（男18％）　　　（女14％）である。
・無記入は18名13．3％（男　25％，女10．8％）で

ある（小木曽データ）

18「ピアノを習っていてよかったと思うことは何です

か」（記述式）

計47項目の記述があったが一　内容が同じものをまとめ

てみていくと次のようになる。

ピアノが弾けるようになった61名35．9％，授業に役立

つ45名26・5％，楽しくなった21名12．4％，．生活が豊かに

なった10名5．9％，精神面でプラスになるが8名4．7％な

ぎであるD

これを記述された語からその多いものをみると，授業

に役立つ26名17．8％，いろいろな曲がひけるようになっ

た21名14．4％，ピアノが弾けるようになった，ピアノや

音楽が楽しくなったが各12名8．2％であり，以下好きな

曲がひけるようになった，譜が読めるようになった，上

手になった，音楽がわかるようになった，人の前でひけ

るようになったなど計46項目の記述があった。

19「今やっている曲は何ですか」（記述式）と問われ

て曲名が記入できたものは137名93．8％であった。今回

はその関心度をみるのが昌的であるから一　曲名の報告は

省略する。

20「今やっている曲はどうですか」（選択肢－4）

気に入っている112名76．7％，つまらない9名6．2％，む

づかしすぎる5名3．4好．わからない18名12．3％で，無

記入は2．1％である。

21「レッスソの時にやる宿贋曲以外の曲を遊び弾きし

ますか」（選択肢－3）

これについて大村データと比較する。



≠おけいこごと〝の実態について（1）

表13　やめたいと思った理由　　　　　　　　　　　年令別　（％）

練習をするのがいやだ【22・2 ����CB�25・8l38・9・l41・21巨4可l 劔100 

学校の勉強が大変　116・3 ��8�C��16・1133・3111・8 ����C�� �B� 

先生が原因　　Ⅰ �13・2 �5．6 �����33．3 ���

そ　の　他 ��h�C2�8．3 ��(�C��5・6l �11・1】14・3 �16・711 

表14　遊び弾きの曲　　男／女

蒜忘＼至当10 ����12 ��3��B�15日6117】18 ����軒（名） 

よくや可／弓 �5h��,B�／／亮 ���8ﾈｷﾂ�ン三上4ンつ　2 ��58 

時々やるレ忘 嚢�������／／亮 ���8ﾈｷﾈ���／l3レ月1 ���73 

全くやらないレ／ �98ｷﾂ�ン弓 ����ｨ���／】1／l ��12 

す㌃可フ耳フ ����［7 �98������／ll／1 ��3 

（）内は大村デーク
ーよくやる　58名　39．7％

男　25．0％　（21％）

女　41．5％　（42％）

一一時々やる　73名　50．0％

男　31．3％　（42％）

女　52．3％、（40％）

一全くやらない12名　8．2％

男　37．5％　（36％）

女　4．6％　（18％）

その年令別一覧表が（表14）である。

2皇「その曲名は」（記述式）

学校の曲がのベ39曲25．3％，既習ピアノ曲がのベ17曲

1ユ．0％，歌謡曲はのベ14曲9．1％，ピアノの小曲がのベ

ユ3曲8．4％である。遊び弾きされる曲で多い曲は，エリ

ーゼのために11名，乙女の祈り8名，猶ふんじゃった8

名である。

23「今まで習った曲の中で好きな曲は何ですか」（記

述式）（表15）

ブルグミューラー（全25曲中15曲）4ユ名28．0％，ソナ

チネユ0名6．0％，小曲（35曲記述され）59名40．4％，ソ

ナタ級の曲（9曲）21名14．4％である。

計ピアノ曲66曲，電子オルガソ（ポピュラー）曲10曲

表15　既習曲で好きな曲

曲　　　　　　　　名 ��ﾉ�H�冖ﾈ�｢�

エリーゼのために 湯�

シューベルト：即興曲 澱�

ブルグミューラー‥やさしい花 澱�

同　　上　：貴婦人の乗馬 澱�

同　　上　：牧歌 迭�

同　　上　：バラード 釘�

同　　上　：クランテラ 釘�

同　　上　：アラベスク 釘�

バッハメヌエット 釘�

乙女の祈り 釘�

クツコ、ス・ポスト �2�

アレキサソダーマーチ �2�

‾禁じられた遊び �2�

無　言己　入 湯�

あり，のベ167曲の記述がなされた。わからないと答え

たものは5．5％，なしと答えたもの6．895，無記入は6．2％
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であった。

24「ピアノの先生でどんな先生がよい先生だと思いま

すか」（記述式）

計69項目の記述があったが，同じ内容をまとめていく

と次のような傾向になる。

きちんとよく教える73名50．0％，はめ名所と叱る所が

はっきりしている39名28．7％，やさしい22名15．1％（男

の方が数が多い），先生の人柄が関係する11名7．5％（晃

が女の2倍あり），わからないが6．2％，無記入が9．6％

である。

25「ピアノの先生でどんな先生がよくない先生だと思

いますか」（記述式）

計60項目の記述があったが，大きくまとめてみると，

教え方がよくないが51名34．9％，すぐ怒る48名32．995，

自己中心的16名11．0％（女のみ），甘い14名9．6％，先生

の性格的なもの13名8．995（女のみ）である。わからな

い9．6％，無記入は13．7％である。

26「先生によってピアノをやる気が起きたり，やる気

がなくなったりすることがあると思いますか」（選択肢

－3）

大村データと此校してみる。（）内は大村データ
・あると患う　79名　54．1％

男　50．0％　（70％）

女　54．6％　（71％）

・そんなことはない　32名　21．9％

男12．5％　（9％）

女　23．196　（16％）

・わからない　36名　24．1％

男　37．5％　（21％）

女　23．1％　（13％）　　である。

Ⅲ　家庭環境について（音楽面）

・27「家にどんな楽器がありますか」（選択肢一9）l

ピアノ140名95．9玖ギター50名47．6％，オルガソ20名

19．0％，電子オルガソ15名14．3％，フルート10名9．5％以

下尺八3名，琴，三味線，胡弓，マソドリソ，ヴァイか

リソなど計17種類であった。　　　　　　　　　T

・家にある楽器の組合せは（表16）である。　　　．

楽器がユ種煩だけあるものは66名45．2％，2種類ある▲

ものは60名41．ユ％，3種類あるものは17名11．6％，4疲

塀あるもの，5種類あるものは各1名0．7％である。

28「あなたはピアノの他に演奏できる楽器があります

か」（記入式）

オルガン32名20．7％，電子オルガソ17名ユ1．1％，ギク；

－16名10．4％，フルート12名7．8％，クラリネット10名6．5

％，トランペット9名5．8％など計25種族の楽器名が記

入された。ただし，たて笛，ハーモニカ，鍵盤ノ、－そこ
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表16　家庭にある楽器

楽器組・合せ　　l人数（名） 

pだけ　　　　　163 

Eだけ　　　　　l　3 

0だ■け　　　　　11 

p＋E　　　　　l5 

p　＋O　　　　　　　t　lO 

p＋G　　　　　l34 

p＋F　　　　　l4 

p十琴　　　　　ll 

p＋尺八　12 ァ＋V　　ll 

0＋G　　　　　l3 

p　＋管　　　　　　　1　2 

p十〇十G　　　　　l4 

p＋E十G　　　　　　l　4 

p＋E＋o　　　　　　ll 

p＋G＋琴　　　　　ll 

p十〇岬　　　　　】1・ 

p十侶G＋F　　　　ll 

p＋G＋琴＋三味＋胡弓　　ll 

（註）P－ピアノ　E一電子オルガソ　0－オルガソ

G－ギター　Ⅴ－グァイオリソ　F－フルート

管一管楽器類

カ，鉄琴，木琴は演奏技術の観点からみて除いてある。

29「あなたの家にピアノを買ったのはなぜですか」

（選択肢－3）

ピアノの練習に必要だったから137名93．8％，友だも

の家にあるから自分もほしかった1名0．7％，前から思

った，わからないなど4名2．7％，無記入　ピアノがな

いので無解答4名2．7％である。設問の「家に一台あっ

た方がかっこうがいいから」は0名であった0

30「ピアノのレッスソや練習について，「家の人はど

うでしたか」（選択肢－8）

（表17）の通りである。大村調査による分類では次の

（）のようにまとめてあるので，それにならって集計

してみる。（）内は大村データとその項目〇

・（両親ともピアノについて意見をいう）

男12．5％　（24％）
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表17　ピアノレッスソに対する親のかかわり方

男女別
‾‾二二二二・・・・．膏女別 選択肢 �&｣���佗b�

両親が熱心 �"�22 �#B�

父親が熱心 免ﾂ����

母親が熱心 田�32��3��

両親がロうるさい 姪r�途�

父親がうるさい 姪2��2�

母親がうるさい 鼎��r��#��

何もいわない 鼎�C��鉄"�

親は無関心 鳴����

無記入 ���6 ��ﾈ��r�

女　22．3％　（27％）

・（父親だけがいう）

男　0名　（2％）

女　3．ユ％（10名）

・（母親だけががいう）

男　56．3％　（57％）

女　37．7％　（47％）

・（両親とも無関心）

男　0名　（16％）

女　0名　（19％）

・親は何もいわない　35．6％

男　25．0％　　女　36．9％

（この項目は大村調査にはない。）

31「あなたの小さい時に親がうたってくれた歌は何で

すか。」（選択肢－7）

子守歌52名35，6％，童謡46名31．5％，わらべうた23名

15．8％，学校唱歌12名％8，2％，うたってもらわなかっ

た1名0．7玖わからない34名23．3％，無記入17名11．6％，

その他レコード2名1．4％である。複数回答をしたもの

がある。

32「あなたの家の人の音楽体験・音楽経歴について」

（記入式）

a「ピアノを習ったことのある人がいますか。それ

は誰ですか」では父親4名2．7％，母親30名20．5％，兄

弟16名11．0％，姉妹57名39．0％である。

33「同上。ピアノ以外の音楽（歌・楽器）を習った人

がいますか。誰ですか」（記入式）

父6．8％，母11．6％，兄弟6．295，姉妹11．6％，祖父母

2．1％，自分7．5％（男18．8％，女6．9％）である。

蓑18　ピアノ以外に習っているもの

34「同上。その楽器は何ですか」（記入式）

ヴァイオリソ9名，ギター7名，声楽7名，フルート

6名，合唱5名以下クラリネット，トロソポーン，トテ

ンペット　ホルソ，琴，三味線，詩吟など8種類計215匿

類が記入された。

Ⅳ　音楽以外の生活について

35「ピアノの他に習っているものは何ですか」（選択

肢－19）

ピアノの他に習っている81名55．5％】はかには習って

いない（無記入も含む）65名44．5％であった。

数の多いものを（表18）で示した。

ピアノ以外にいくつ習っているかをみると，1つは42：

名28・8％，2つが29名19．9％，3つは6名4．ユ％，4つ・

は2名1．4％（女のみ）であった。

36「学校の勉強で好きなものは何ですか」（選択肢－

10）複数回答あり。

多いものは音楽105名24．4玖　体育77名17．9％，数学

48名11・9％，英語42名9，7％，国語38名8．8％であった。

好きな教科を男女別にみると次のようである。

男

音楽　50．0％

体育　50．0％

数学　37．5％

理科　37．5％

社会科37．5％

女

音楽　74．6％

体育　53．1％

数学　32．3％

英語　29．2％

技術家庭　26．2％

37「何をしている時が一番楽しい時ですか」（記述式〉

記述されたものをまとめてみると次のようである。音

楽をしている時58名39．7％，遊んでいる時30名20．5％，

友だちと（おしゃべりも含む）いる時24名16．4％（女の・

み），読書（まんがも含む）している時20名13．7％，ス
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ボーッをしている時13名8．9％である。

これを記述された語そのままのものでは，遊んでいる

一時19．2％，おしゃべり11．6％，ピアノをひく11．6玖読

書11．0％，歌う8．9％，音楽をきく7．5％以下眠る，友達

と一緒にいるなど計40項目の記述があった。なしと答え

たもの1．4％，わからないと答えたもの0．7％，無記入は

2．1％である。

38「今一番やりたいことは何ですか」（記述式）

記述されたものを次のように大きくまとめてみた0音

楽をしたい（きく，ひくなどを含む）42名28．8％，スポ
ーツがしたい22名15．6％，好きなこと（趣味も）17名

ユ1．6％，旅行（海外旅行も）12名8．2％，運びたい10名

・6．8％の順である。

記述された語でみてみると，遊びたいユ0名6・8％，好

きなだけピアノをひきたい6名4・1％，他の楽器をひい

てみたい6名4．1鉱水泳をしたい5名3．4％以下バスケ

ット手芸など計50項目が記述された0また，わからな

い1名0．7％，なし24名16．4％，無記入17名11・6％があ

った。

結果と考察

材）好きな曲と弾いてみたいと思う曲が合致しているも

のは22．3％である。クラシック37名中ピアノ曲は27名で

ある。エリーゼのために5名，運命3名，幻想即興軋

乙女の祈り，英雄ポpネーズ，小犬のワルツ，愛の夢，

カソバネラ，いレコマーチ，チャイコフスキーのピアノ

協奏曲が各2名あり，以下18曲がある0ポピュラー系の

曲では10．3％が合致している0

好きな曲では年令による相違がみられるが，学校教材

の影響を考えることができよう0

また，好きな曲を積極的に答えなかったものは約20％

潜こおよんでいる。

伺ピアノを個人レッスソで始めたものは70％である

が，当初の先生のままで現在に至っている者がそのうち

の46．1％ということが読める。また19％が4人以上の先

生に習ってきたし，今の先生が8人目というものが1名

いた。自分に合った良い先生に出会うことが習う側にと

っては大きな問題であって，37％のものは1人または2

人目の先生でもまだ眉分の先生にめぐり合えなかったと

～、うことがいえよう。

クや習い始めた勅撰については，男女の違いがみられ

る。自分からやり始めたという男子は女子のそれの58％

である。しかし，親がやらせたので始めた男子は女子の

且4倍ある。

国練習を定期的にする者と不定期なものとをみると，

子どもをとりまく生活が大きく支配していることがわか
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る。ユ0才からユ2才までは定期的と不定期の割合が2：1

であるが，13才で1：2と逆転し，14才で3：1とな

る。16才以上になると定期的に練習している。これは，

中学生時代は部活などで帰宅時間が遅く，家での勉強時

間の増加なども加わって時間にゆとりがないことが原田

であろう。

鯛ピアノを習っていることが，音楽それ自体と結びつ

いているとみられる解答は42．2％である。同じ見方から

ピアノを習っていてよかったと思う項目をみると57．0％

である。しかし，授業に役立つからよいなど実益の部分

がほゞ同じ位の数であることは共通である。

M遊び弾きの曲については，精神的な発達が現われて

いる。エリーゼのために，乙女の祈り，猫ふんじゃっ

た，その他小品は14才で姿を消す。一万13才から弾き語

りが，18才からフォークやロックが現われる。

これに関連した現象は，ピアノ以外に演奏できる楽器

の項にもみられる。ピアノ以外で演奏できる楽器はユ人

当り10才から12才で0．9，13才から15才で1．3，16才から

は1．0である。その楽器は，管楽器は中学生の56．8％が

演奏でき，ギターは高校生の26．7％が演奏できると答え

ている。前者では学校での部活動が影響しているし，後

者では精神的情緒的発達から由来していると考えられ

る。

洞レッスソと家人の関わりあいで，大村データとの相

違が親の無関心の点にある。小木曽データの親は何もい

わない35．6％をそのまま無関心と読み替えることはでき

ないと患われる。またロうるさいということが熱心とい

うことになるとも言いきれない。

朗家人で音楽経験を持っているのほ両親が41．6％（内

父親9．5％），兄弟姉妹では67．8％（内男17．2％）である。

家庭での音楽への関心は商いが，その数をみると男と女

の1／4である。この傍向は，現在ピアノを習っているこ

のアソケート対象者にも（非常に小さい数ながら）みら

れた。即ち，自分の子どもにもピアノを習わせたいと思

うかの設問に女なら習わせるが男なら習わせないという

はっきりした考えが現われていることにみられる。

（り）好きな教科で男女共通なものの上位3教科は音楽・

体育・数学であるが，これは音楽することの要素と相通

ずる所のある教科で，必然的な結果であろう。しかしこ

れは皮相的に判断したことであるから，今後その科学約

研究が課題となる。

囲音楽が好きですかの設問に積極的に好きと答えなか

った10名と，好きな音楽のジャソルの1位から3位まで

にクラシック系が1つも入らなかった19名と，1／3だけ

クラシック系が入っていた4名とこの三者の合計の33名

（のべ人数）をとりだして考察してみる。この33名をA
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群とし，その他をB群として両群間の相違点について数

差のある項目を比較する。まず，弾いてみたいと思う曲

ではA群のクラシック系の曲はB群の1／3で，ポピュラ

ー系と演歌系にはB群の3倍の曲数が記された。また，

遊び弾きをする曲でもA群ではポピュラー系や演歌系に

B群の2倍の数が現われている。ピアノを習い始めた動

機をみると，自分から始めたものはB群より10％少く，

親にすすめられて始めたものはB群より6％多い。やめ

たいと思ったことがあると答えたものはB群より4％多

く，その理由としては練習をするのがいやだったものは

B群より7％多く，学校の勉強が大変だからというもの

は6％B群より多い。しかし，ピアノが好きで習ってい

ると答えたものが多く，練習時間をみても2時間以上毎

日練習すると答えたもの（146名車11名）のうち3名が

がA群にいる。その一方では，自分の子どもにもピアノ

を習わせたいと思うかの設問で，女ならば習わせるが男

ならばやらせないと答えた名はすべてA群である。

ポピュラー曲や歌謡曲に興味の大半を示しているA群

のピアノが好きで，毎日長時間練習を欠かさないものが

いるというこの実態，そしてB群でも好きな音楽のジャ

ソルの25％近くをポピュラー・演歌系が占めているチビ

もたち。彼らのピアノのおけいこと毎日の生活感情や自

分自身の感覚とはどういう関係を保持しているのか，こ

の点について今回のデータでは十分に解明することがで・

きなかった。

おわりに

おけいこごとの実態について，今回はその第一報とし

て現在ピアノのレッスソを受けている10才から高校生ま

でのアソケート調査に対する反応からみてきた。ピアノ

のおけいこが子どもの生活から浮き上っているのではな

いかという懸念は払拭しきれないが，見栄や外聞にとら

われず地道になされているということは，今回の対象と

なったレッスソ生のピアノ教師の人柄による所が大であ．

ると考える。今回の調査地域は，地方都市の中の一部の

子どもたちであったが，併記した大村データの全国250・

名のレッスソ生対象のものと大きな差がみられなかった

ということは，一応平均的なデータとしてとらえられる

とみてよいかと思われる。

なお，上記の大村データとは1982年7月に出版された

大村典子著「ヤル気を引き出すピアノレッスソ」（音楽

之友社）中のピアノレッスソ生男女各125名の小学生か

ら一般までを対象のアソケート調査結果である。最後に

御協力いただいたピアノの先生方と，御指導くださった＿

川井教授に感謝致します。
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